
全国⽜乳容器環境協議会 2023 年 10 ⽉ 
◆飲料⽤紙パックのリサイクル⾏動調査◆ 

（2023 年度消費者インターネット定量調査概要） 
 

調査⽬的 ：飲料⽤紙パックリサイクルの消費者セグメント構造（⾏動パターン）を把握し、回収率向上
に向けて現在⾏っている施策を評価すると共に、⾒直しや改善の⽅向性についての⽰唆を得
るために、本調査を実施しました。 

調査期間 ：2023 年 7 ⽉ 3 ⽇〜2023 年 7 ⽉ 5 ⽇ 
調査エリア ：関東：1 都 6 県（東京、神奈川、埼⽟、千葉、茨城、栃⽊、群⾺） 
       関⻄：2 府 4 県（⼤阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌⼭） 
      ※ 本年度から関⻄圏の調査を開始 
調査対象者 ：15〜79 歳の男⼥ 計 4,000 ⼈（関東 2,000 ⼈、関⻄ 2,000 ⼈） 

※ 家庭で紙パック飲料を⽉ 1 回以上使⽤（飲⽤⼜は料理等）するために購⼊している⼈ 
調査機関 ：株式会社クロス・マーケティング 
 
 
【１】紙パックリサイクルの状況について（地域別） 

紙パックを購⼊している⼈のうち、関東では約 7 割、関⻄では約 6 割の⽅がリサイクルしていると回
答し、関⻄の⽅が、⽐率が低い傾向でした。また、東京は「リサイクルできることを知らない」、千葉は
「今後したいと思うが何らかの原因でできていない」⽐率が相対的に⾼い結果となりました。関⻄では
⼤阪や和歌⼭で「リサイクルをしている」⽐率が相対的に低い結果となりました。 

 
 



 
 

【２】紙パックリサイクルの状況について（年代別） 
年代が⾼くなるにつれ、リサイクルをしている⼈の⽐率が⾼くなる傾向でした。また、20 代は「リサ

イクルできることを知らない」⽐率が他年代よりも⾼い⼀⽅で、「リサイクルを周りにも推奨している」
という意識の⾼い層も⼀定数存在する結果となりました。30 代は「リサイクルを周りにも推奨してい
る」⽐率が最も⾼くなっています。性別によるリサイクル⾏動に⼤きな違いはありませんでした。 

 
 
【３】「紙パックリサイクルをしている⼈」のきっかけ・理由 

リサイクルのきっかけが「スーパーやお店で回収していた」「⾃治体でやっていた」の２つであるこ
とは昨年度と同様でした。関⻄も似た傾向となりましたが、「スーパーやお店で回収していた」との回
答が多い⼀⽅で、「⾃治体でやっていた」との回答はやや少なくなりました。リサイクルをしている理
由としては「環境への配慮」「常識・普通と思っている」「無駄を無くす・減らすことに貢献する」の３
つが主な理由でした。また、1 年以内にリサイクルを始めた⼈は、インターネットやＳＮＳがきっかけ
になっている場合も多い傾向となりました。 



 
 

 
 

【４】紙パックリサイクルのやり⽅は知っているがリサイクルに出さない理由 
紙パックリサイクルのやり⽅を知っているにもかかわらずリサイクルに出さない理由としては、関東、

関⻄とも「出すのに⼿間がかかる」「消費量が少ない」が⼤きな理由であり、関東では「タイミングがな
い・きっかけがない」との回答も⾼くなりました。また、「再利⽤する」との回答は関⻄で⾼くなってい
ます。特に⼿間がかかると思われているのは、関東、関⻄ともに「洗った後、切り開くこと」「乾かすこ
と」などの洗った後の作業であり、関⻄では「保管しておくこと」も⼿間と感じている傾向でした。 



 

 
【５】紙パックリサイクルをしたいがやり⽅を知らない⼈の認知状況 

紙パックリサイクルのやり⽅を知らない⼈は、関東、関⻄とも「紙パックを出す前の処理⽅法」より
「居住エリアの具体的な回収先」を知らない⼈が多い傾向でした。年代別で⾒ると、やり⽅を知らない
のは 20 代以下の若年層が主であり、3 割近くを占めています。 

 
 
【６】「紙パックリサイクルをしていることを知らない⼈」への訴求点 

紙パックリサイクルをしていることを知らない⼈に、現状の紙パックリサイクルの⽅法などの資料を
提⽰したところ、関東では 12％、関⻄では約 14%が「次回から出そうと思う」と回答し、「出しても良
いと思う」と合わせると、関東では約 6 割、関⻄では約 7 割の⼈が「出そう」「出しても良い」と回答



しました。また、出しても良いと思った点としては、関東、関⻄とも、「環境のためになることがわかっ
た」がトップとなっており、関⻄では「燃やせるゴミが減らせる」点も⼤きい傾向でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
【容環協の所感（調査結果を受けて）】 
・ 今回の調査を通じて、関東と関⻄、各都府県での紙パックリサイクル⾏動の違いや課題、リサイクル

のきっかけになり得ることなどが、ある程度明らかになりました。容環協では、地域による違いを意
識し、それぞれの地域の特性を考えた啓発活動を⼼がけたいと思います。 

・ 紙パックリサイクルのやり⽅を知らない⼈は、関東、関⻄とも「紙パックを出す前の処理⽅法」より
「居住エリアの具体的な回収先」を知らない⼈が多い傾向がありました。容環協では、⾏政やスーパ
ーマーケットなどで回収を⾏っていること、⾃治体の HP や⼩売業の HP にも回収先が掲載されて
いること、などの情報を提供していきたいと考えています。 

・ 紙パックリサイクルをしていることを知らない⼈に紙パックリサイクルの⽅法などの資料を提⽰し
たところ、多くの⽅から「出そう」「出しても良い」との回答を頂きました。理由は、関東、関⻄と
も「環境のためになることがわかった」がトップであり、関⻄では「燃やせるゴミが減らせる」との
回答も⽬⽴ちました。容環協では、出前授業、リサイクル講習会、地域の環境イベントなどを通じて
「紙パックのリサイクルは誰でも⾝近で⼿軽にできる SDGs への取り組み」であることをお伝えす
ると共に、⾃治体指定のごみ袋への環境広告の掲載についても進めていきます。 

・ 紙パックリサイクルを始めたきっかけは、関東、関⻄ともに、以前から⾏っている⽅は「スーパーや
お店で回収していた」「⾃治体でやっていた」との回答が⼤半ですが、直近 1 年以内に始めた⽅は、
「インターネット」「SNS」「動画サイト」などの⽐率も⾼くなっています。容環協では、出前授業や
リサイクル講習会などの直接的で対⾯的な啓発活動に加えて、Web 記事の掲載や動画の配信などの
電⼦媒体を通じた啓発活動にも積極的に取り組み、HPについても充実させていきます。 

 
容環協では、今後もこのような調査を定期的に実施し、客観的、数値的な視点で課題や問題点を抽出し、
今後の活動に反映していきます。                                                        以 上 


